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序
石塚遺跡は,弥生時代中期の集落跡 として著名な遺跡です。規模

や存続期間等より,周 囲の小集落に対する母村 としての機能 を果 し

ていたもの と推定されています。出土土器は畿内を中心に発達 した

櫛描文土器であり,畿内的弥生文化が展開 した様相が窺われます。

一方出土土器における,弥生時代前期の西 日本系遠賀川式上器の確

認,付近に糸屯文時代晩期の遺跡が存在する環境 と言った点より,稲

作文化伝播期の様相 を探 る意味においても,十分 に期待 を抱かせる

遺跡でもあります。

さて,此度の調査は,都市計画道路―下伏問江・福田線築造に伴

うものであ り,昨年度の調査に続 くものです。その結果,弥生時代

は素 より,古墳時代前期・平安時代 。中世 と各時代 に亘 り,遺構・

遺物が発見され,当遺跡が弥生時代以降 も利用され続けた地区であ

ることが判明いたしました。近辺に存在する数々の遺跡 と共に,高

岡市街地の南西郊である当地域は,当 市の歴史を知 る上で,貴重な

資料 を包蔵 している,重要な遺跡地帯 と言えます。

今回の調査におきましても,多 くの方々より御指導・御援助 を賜

わ りました。また,御協力いただきました地元の皆様,関係各位に

厚 くお礼申し上げます。

本書が,高岡市域の歴史の解明に少 しでも寄与することができ,

文化財保護の一助になれば幸甚です。

昭和63年 3月 31日

高岡市教育委員会

教育長 竹  下  外  男



例    言        1.本 書は,高岡市建設部道路課による都市計画道路―下伏問江・福田線

築造に伴 う,石塚遺跡の調査の概要報告書である。

2.当調査は,高岡市建設部道路課の委託 を受けて,高岡市教育委員会が

実施 した。

3.当調査は,本調査地区と試掘調査地区から成る。

4.本調査地区は,富山県高岡市和国1,205に 所在する。調査期間は,昭和

62年 6月 8日 から8月 28日 までである。

5,試掘調査地区は,富山県高岡市上北島248他 に所在する。調査期間は,

昭和62年 11月 9日 から12月 1日 までである。

6.当調査は,高岡市教育委員会社会教育課文化係文化財保護主事山口辰

―が担当した。

7.調査事務は,高岡市教育委員会社会教育課文化係長河合甚郎 。同主任  1

片折正明が担当し,教育委員会参事 。社会教育課長熊木史郎が総括 をし

た。

8.図面の方位は真北 (座標北)で ある。

9,遺構は下記の記号 を使 って表わした。

SD一濤, SK一土坑, SX一その他

10.本書の記述においては,特に断わらない限 り,本調査地区の調査成果

を示すものとする。

11.報告書作成に当たって,富山考古学会西井龍儀氏,富山大学人文学部

宇野隆夫氏,福島県文化センター芳賀英一氏から,指導・助言をいただ

いた。

12.本書の執筆は,山 口が担当した。
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説序

1.遺跡概観

遺跡の位置

石塚遺跡は, JR西 日本高岡駅の西南西約3 0km,西高岡駅の北東約1 8kmの 地 点́に位置する。

高岡駅 と西高岡駅 とを結ぶ北陸本線は,当遺跡推定範囲の東端部を南北に走っている。

県西部の大河,庄川は高岡市域の東部を北流して富山湾へ注いでいる。これは,天正13年 (15

85年 )の地震による新 しい流れ,そ して加賀藩による寛文10年 (1670年 )か ら正徳 4年 (1714年 )

第1図 遺跡位置図 (1/5万 )
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第 2図 遺跡地図 (1/2万 5千 )

1 石塚遺跡, 2,下北島住吉遺跡, 3.北島遺跡, 4 石塚江之戸遺跡, 5.石塚五俵田遺跡, 6.石塚蜻保

遺跡, 7.石名瀬 B遺跡, 8 石名瀬 C遺跡, 9,和田寺野遺跡,10.石名瀬 A遺跡,11 西佐野千代遺跡,

12.西 木津遺跡,13 東木津遺跡,14.泉 ヶ丘遺跡,15 下佐野遺跡,16.諏訪 (上佐野)遺跡,17.辻遺跡,

18 樋詰遺跡,19,中保 C遺跡,20 中保 A遺跡,21 中保 B遺跡,22.立野地頭田遺跡,23.千′鳥ヶ丘遺跡,

24 小竹遺跡,25 荒見崎村内遺跡,26.西藤平蔵遺跡
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まで44年 間に亘る大工事 により流路が固定 してから以降のことである。近世初期には千保川筋が

本流であり, これ以前には, より西方 を流れ,大扇状地 を形成 しつつ奔放 して,小矢部川へ と谷

ユ荒していた。

当遺跡はこの庄川扇状地の末端部に立地 している。東側に和田川,西側に祖父川の流れを見る

が,扇状地特有の湧水 を水源 とする河川である。

当遺跡一帯は,紀文時代晩期以来数々の遺跡の所在地 として知 られている。縄文時代晩期の遺

跡は, 1.石塚屋敷田遺跡 (当石塚遺跡の南東隅部),2.下北島住吉遺跡,4.石 塚江之戸遺跡 ,

5.石塚五俵田遺跡, 6.石塚蜻保遺跡,14.泉ケ丘遺跡,17.辻遺跡,20。 中保 A遺跡等であ

る。当石塚遺跡は弥生時代中期の遺跡 として著名であり,そ の他弥生時代の遺跡 としては, 9.

和田寺野遺跡,15.下佐野遺跡,20。 中保 A遺跡,25.荒見崎村内遺跡等が知 られている。これ

以降,土師器・須恵器の出土地・散布地,す なわち,古墳時代から奈良・平安時代にかけての遺

跡 として, 7.石名瀬 B遺跡,10.石名瀬 A遺跡,12.西木津遺跡,13.東木津遺跡等があり,

上記 した弥生時代の各遺跡からも,上師器・須恵器が出土 している。東木津遺跡については,昭

和62年 3月 に発掘調査 を行 った。宅地造成に伴 う狭い面積の調査であったが,濤が一条検出され

た。

既往の調査

石塚遺跡における最初の本格的発掘調査は,昭和43年,高岡工芸高校地歴クラブOB会による

ものである。これはその前年,農地改善事業の折,遺物が出上 したことによる。調査地′点は,今

回の調査地区 (第 3図のB)の 南西約200mに位置する。この調査では,径14mの 環状遺構 と10イ固

の ビッ ト状遺構が検出された。 ピッ ト状遺構は弥生時代のもので,15m余 りの長方形・円形 。不

定形等のものや, くるみ貯蔵用の ものである。本調査以前にも同様なものが数個確認されている

(上坂・上野1968)。

昭和55年 から昭和58年 にかけて,高岡市教育委員会によって数次に亘 り発掘調査が行われた。

これは,宅地造成や県営ほ場整備事業に先立って行われたものである。宅地造成に伴 う調査は
,

昭和56年 に実施 された。今回の調査地区の南約300mに 位置する。 ピ ンヽト状遺構 (土坑 )52基 ,

濤 6条等が検出された。遺物は,弥生時代中期
Iの

上器 を中心 とするものである。県営ほ場整備事

業に伴 うものは,今回の調査地区の,東側 。南側一帯 を広範囲に行 ったものである。

調査経過

調査に至 る経緯

都市計画道路一下伏間江 。福田線は,高岡間屋センターの南側,下伏間江地内より,西方へ向

い,福田地内の国道 8号線へ至るものである。 」R西 日本高岡駅の南約1.5km付近を東西に走る幅
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員18mの 道路 として築造されつつある。昭和59年度の工事中,石塚遺跡の推定範囲北側 より,土

器が出土 し,石塚遺跡の範囲が拡がることが予想された。よって,昭和60年度に当面の道路築造

予定地の試掘調査 を実施 した。北陸本線の西方,荊波 (う ばら,やぶなみ)神社の西側 を走る市

道より,主要地方道・高岡環状線 (旧 県道戸出 。高岡線)ま で約270m,対象面積約4,6801114で あ

る。この内容については,すでに報告 した通 りである (大野1986)。 対象地のほぼ中央に長江用水

が流れ, ここを境に,東側 を前期調査地区 (第 3図 のA・ B)と し,西側 を後期調査地区 (第 3

図のC)と 区分 して実施 した。その結果,前期調査地区は遺構・遺物が豊富であるのに対 し,後

期調査地区は遺物が散出する程度であった。このことより,前期調査地区を本調査するに至 り,

昭和61年度に実施 した。

第 3図 調査地区位置図 (1/5,000)

A―昭和61年度本調査地区・昭和60年度前期試掘調査地区, C一昭和60年度後期試掘調査地区

B一昭和62年度本調査地区・昭和60年度前期試掘調査地区, D一昭和62年度試掘調査地区
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第4図`昭和61年度本調査地区全体図 (1/400)

昭和61年度の調査

調査対象地は,市道より長江用水 までの間110m,面積 1,9801117で ある。中央に用水が通 ってい

ることと排上の関係上,西側 を前期調査地区 (第 3図 のA)と して先に行い,東側 を後期調査地

区 (第 3図のB)と して後に回した。ただし,バ 、ックフォーによる表土除去は,場外へ搬出する

こととして両地区同時に実施することにした。試掘調査の結果では,前期調査地区の方が遺構が

少なく,後期調査地区の方が多 く時間もかかると予想されるものであった。 しかし,前期調査地

区において予想を上回る遺構が見 られ, また多大の攪乱に手こずった。予定期間内に調査 を終了

させることが困難 となった。関係機関 との協議のすえ,前期調査のみ終了させ,後期調査地区は

明年度に調査 を実施することに決定 した。調査の成果については,先 に概要 を報告 した (山 口19

87)。 調査面積は730n12で ぁる。検出された遺構は,井戸址 4基,土坑21基,濤 7条である。井戸址

はすべて中世のものである。内訳は,曲物積上げ井戸 3基,縦板組隅柱横機 どめ井戸 1基である。

土坑・濤は弥生時代及び中世のものである。
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第 5図 試掘調査風景

昭和62年度の本調査

調査対象地は,昭和61年度に後期調査地区 (第 3図のB)と とィて予定 していた部分である。市

道より用水 までの間55m,面積990m2である。昭和61年度の調査において,表上 を除去 し,攪乱の

中のコンクリー トブロックも大部分バ ノヽクフオ~で搬出しておいた。まって,一部の盛土 (排土 )

の除去 と攪乱の掘 り足 りない部分の除去から開始 し,す みやかに遺構の確認作業へ と移行 し得 た。

調査期間は 6月 8日 から8月 28日 までで,調査面積は750m2である。

昭和62年度の試掘調査

都市計画道路―下伏間江・福田線は,昭和60年度試掘調査対象地 より北西方へ延び,祖父川を

超えて国道 8号線へ至 るが,昭和62年度の試掘調査対象地は,主要地方道・高岡環状線より祖父

川まで約300m,対象面積約5,400∬ である。調査期間は11月 9日 から12月 1日 までである。

幅員18mの 道路予定地が対象であり, トレンチの設定は幅 2mで 2条 とした。中央の 8mと 両

端の各 3mを 除 く4m分 を掘 り下げた。 トレンチの総延長は354mと なり,発掘調査面積 は708H12

を計る。調査の方法は,バ ノヽクフオ~に より表土 (耕作土)を 除去 した後,人力で トレンチを整

え,遺構の有無 を確認することにした。その結果,遺構は存在 しなく,遺物 も土器・陶磁器類の

細片が極 く少量出土 したのみで,遺跡の範囲外であることがわかった。調査の状況については,

第 5図 と図版 8の写真 を参照にされたい。
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Ⅱ 調査概況

調査地区

調査対象地は,昭和61年度調査地区の南東側隣接地990m2で ぁる。道路築造予定地であるの全

幅18m,長 さ55mに 亘 る長方形の敷地である。周囲は水田で,農地改善事業やほ場整備事業が既

に実施 されており,平坦な地形 となっている。調査地区の中央部南側には大 きな攪乱が存在 した。

これは昭和41年 ～43年 の農地改善事業に伴 うもので, コンクリー トブロックが分量に埋めてあっ

た。この攪乱は,昨年度にバックフォーにより掘 り上げたので,今回は数 日を費や して,残土の

搬出を行 った。ここより水が湧きでるため,調査は水中ポンプによりつF水 を常時行いながらのも

の となった。

第 6図 本調査地区全体図 (1/400)
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第7図 本調査地区遺構図 〔1〕 (1/200)



第 8図 本調査地区遺構図 〔2〕 (1/200)
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層位

基本層序は,20～ 50Cmの耕作上の下は,直接淡責白色砂質上の地山に達するものである。この

間に,灰色や灰褐色土層が部分的に認め られた。中世の包含層である。地山は,淡責白色砂質土

の下は,50～ 70Cmで淡責白色粘質土 となり,さ らに礫層へ と至るものである。

グリッ ドの設定

グリッドの割 り付 けの基準 として,平面直角座標系の第 7座標系 (原点は北緯36° 00'00″ 。東径

137° 00′ 00″ )を 利用 した。1辺 3m四方 を一つの区画 となし,東西 をX軸,南北 をY軸 とした。そ

して,南西隅の数値がそのグリッドを表わすもの とした。数値は昨年度の調査地区より連続 した

ものである。X=1,Y三 1の地点は,原点より,西へ16,180m,北 へ81,120m向 った位置であ

る。

遺構

検出された遺構は以下の通 りである。

土坑28基 ;S K22～ 49

濤12条 ,S D08～ 19

凹地 2基 ;S X01・ 02

この他にピッ トが検出されたが,規則的酉融列 を示さず,建物l■ と認定することはできなかった。

遺構名は,昨年度のものに続いて命名 した。

遺物

出土 した遺物は以下の通 りである。

土器 ;弥生土器,上師器 (古墳時代前期,平安時代,中世 ),須恵器 (平安時代 )

陶磁器 ;珠洲,越前,瀬戸系灰釉,瀬戸系天 目,中国産青磁,国産青磁

土製品 ;土製紡錘車,土錘,耳栓

石製品 ;勾玉 (昭和60年度の試掘調査で出土),祗石

石器 ;石鏃,磨製石斧 (太型蛤刃石斧,環状石斧 ),‐ ピエスエスキーユ

骨角器 ;骨鏃

出上遺物の中心は土器・陶磁器である。その中では弥生土器が最 も多い。今回の報告では,昭

和60年度の試掘調査で出土 したものも一部図化 し,併せて示 した。
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ヒ退Ⅲ

1. :上 坑

S K22

調査地区の北西端部 (29・ 30,13・ 14)区で検出された。平面形は楕円形 を呈 し,規模 は,長

軸 (南北)1.90m以上 ,短軸 (東西)2.40m,深 さ22Cmを 計 る。南側は調査地区外 となる。 SK

23・ 31・ 45を 切 っている。出土遺物は,弥生土器・珠洲 。中世土師器である。

S K23

調査地区の北西端部 (30,13。 14)区で検出された。平面形は方形 を呈 し,長軸 (南北 )1.73

m,短軸 (東西)0,75m以上,深さ 3 Cmを 計 るも S K22に 切 られている。 S Dllを 切 っている。

出土遺物は,弥生土器である。

S K24

調査地区の北西部 (31・ 32,13・ 14)区で検出された。平面形は楕円形 を呈 し,長軸2.85m以

上,短軸2.60m,深 さ58Cmを 計る。 S K25に 僅かに切 られている。 S Dllを切 っている。出土遺

物は,弥生土器・珠洲・中世土師器,土製紡錘車,砥石である。

S K25

調査地区の北西部 (32,14。 15)区で検出された。平面形は楕
К

形 を呈 し,長軸3.08m,短軸

1.73m, 深さ36Cmを 計 る。 S K24,34, ピッ トを切 っている。 S K24と の新 I日 は,切 り合 う菩る分

が僅かなため,確実ではないが,当 S K25が新 しいものと判断 した。出土遺物は,弥生土器・珠

洲 。中世土師器である。

S K26

調査地区の北西部 (32,16・ 17)区で検出された。平面形は長方形 を呈 し,長軸4.32m,短 軸

1.34m,深 さ23Cmを 計 る。 S K34, S Dll, ピッ トを切 っている。端整な形 を示 し,底面は平坦

である。

S K27

調査地区の北西部 (36,15)区 で検出された。
・
平面形は楕円形 を呈 し,長軸1.44m以上,短軸

1,42m以上,深 さ 6 Cmを 計る。北東側は調査地区外 となる。南側はS K38と ほぼ接 している。出

土遺物は,弥生土器である。

S K28

調査地区の北西隅部 (31,18・ 19)区で検出された。比較的大型の上坑 と推定されるが,調査

地区外へ拡が り,一部分のみの検出のため,平面形は不明である。長軸 (東西)3.65m以上,短

軸 (南北)0,90m以上,深さ28Cmを 計 る。北東側 は調査地区外 となり,西側は攪乱に切 られてい
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第 9図 土坑実測図 (1/80)

る。出土遺物は,弥生土器である。

S K29

調査地区の北西部 (34・ 35,14)区 で検出された。平面形は楕円形 を呈 し,長軸253m,短 軸

1,70m,深 さ22cmを 計る。出土遺物は,弥生土器である。

S K30

調査地区の北西端部 (29。 30,15。 16)区で検出された。平面形は不整長方形 と推定される。

長軸3.90m,短軸1.20m以上,深 さ16Cmを計る。大型のピットに中央東側 を切 られている。西側

は攪乱に切 られている。出土遺物は,弥生土器・珠洲である。
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S K31

調査地区の北西端部 (29,14)区 で検出された。平面形は長方形ないし長楕円形 と想定 し得 る

が,一部分のみの検出であり,濤かもしれない。長軸 (東西 )0.90� 以上,短軸 (南北 )0.40m,

深さ 7 Cmを 計 る。東側は S K22に ,西側は攪乱に切 られている。出土遺物は,弥生土器である。

S K32

調査地区の北西端部 (30,16。 17)区 で検出された。平面形は楕円形 と推定される。長軸 (南

北)207m,短 軸 (東西 )0.25m以 上,深 さ28Cmを 計 る。 S K33に 切 られている。また,東側・

西側 とも攪乱に切 られている。出土遺物は,弥生土器である。

S K33

調査地区の北西端部 (30,16・ 17)区で検出された。平面形は楕円形 を呈 し,長軸1.70m,短

〉 軸1.23m以上,深 さ43Cmを 計 る。西側は僅かに攪乱に切 られている。 S K32を 切 っている。出土

遺物は,弥生土器である。

S K34

調査地区の北西部 (32,15'16)区 で検出された。平面形は楕円形 を呈 し,長軸1.40m,短軸

0,93m,深 さ34Cmを 計る。 S K25・ 26に切 られている。小 ピットを切 っている。出土遺物は,弥

生土器である。

S K35

調査地区の北西端部 (31,17)区 で検出された。平面形は楕円形 を呈 し,長軸1.23m,短軸0.

73m,深 さ13Cmを計る。出土遺物は,弥生土器である。

S K36

調査地区の北西部 (33,14)区 で検出された。平面形は楕円形 を呈 し,長軸1.15m,短軸0,97

m,深 さ22Cmを 計る。小型の土坑であり, ピッ トとして扱った方がよいかもしれない。出土遺物

は,弥生土器である。

'    S K37調査勉区の北西部 (34,14)区 で検出された。平面形は不整長楕円形 を呈 し,長軸1.55m,短

軸0,73m,深 さ17Cmを計る。土坑 としたが, ピッ トが連結 した形態を呈 し, ピッ ト2個 とした方

がよいかもしれない。遺物は出上 していない。

S K38

調査地区の北西部 (35・ 36,14・ 15)区で検出された。平面形は楕円形 を呈 し,長軸1.65m,

短軸140m,深 さ13Cmを計る。出土遺物は,弥生土器,環状石斧である。

S K39

調査地区の中央部 (36,12)区 で検出された。平面形は楕円形 を呈 し,長軸1.20m,短軸0.80

m,深 さ18Cmを 計る。南側はTA・乱により僅かに切 られている。小型だが,端正 な形 を示 している。

出土遺物は,弥生土器である。
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S K40

調査地区の中央部 (37・ 38,13・ 14)区で検出された。比較的大型の土坑で,平面形は楕円形

と推定される。長軸 (南北)195m以上,短軸 (東西 )1,90m以 上,深 さ20Cmを 計 る。南側は S

D12に切 られている。出土遺物は,弥生土器である。

S K41

調査地区の中央部 (37,13)区 で検出された。平面形は楕円形ないし隅丸方形 と推定される。

長軸 (南北)1.10m以上,短軸 (東西 )2.05m以 上,深 さ12cmを 計 るゎ 南側 はS D12に 切 られて

いる。出土遺物は,弥生土器である。

S K42

調査地区の南東部 (42・ 43,11)区 で検出された。平面形は楕円形ないし不整楕円形 と推定さ

れる。長軸 (東西)115m以上,短軸 (南北)0,70m,深 さ16Cmを 計る。西側はS D15に切 られ  1

ている。出土遺物は,弥生土器である。

S K43

調査地区の申央部 (40,12)区 で検出された。平面形は不整方形 を呈 し,長軸160m,短軸 1

20m,深さ1lCmを 計る。数イ国の小 ピットに切 られている。北側はS D12と 接 している。出土遺物

は,弥生土器である。

S K44

調査地区の北西端部 (30,14。 15)区で検出された。平面形は不整楕円形 と推定される。長軸

(南北)2.30m以上,短軸 (東西)100m以上,深さ64Cmを 計る。東側はS Dllに大 きく切 られ

ている。南側は S K23に 僅かに切 られている。また S K46を 切 っている。出土遺物は,弥生土器

である。

S K45

調査地区の北西端部 (30,14)区 で検出された。平面形は不整楕円形 を呈 し,長軸1.66m,短

車由115m,深 さ31Cmを 計る。 S K22に切 られている。出土遺物は,弥生土器である。       (

S K46

調査地区の北西端部 (30,14・ 15)区で検出された。平面形は楕円形 と推定される。長軸1.00

m以上,短軸1.03m,深 さ20Cmを 計る。東側は S K44に 切 られている。また小 ピッ トに切 られて

いる。出土遺物は,弥生土器である。

S K47

調査地区の南東端部 (44・ 45, 8,9)区 で検出された。平面形は楕円形 を呈 し,長軸2.35m,

短軸1.53m,深 さ52Cmを 計る。環状濤の S D15と 重複するが,新旧は明確にし得なかった。出土

遺物は弥生土器である。

S K48

調査地区の南東部 (41・ 42, 9)区 で検出された。平面形は不整円形 を呈 し,径135～ 1.45m,
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深さ21cmを 計る。 S K49を切 っている。出土遺物は,弥生土器,耳栓である。

S K49

調査地区の南東部 (41。 42, 8・ 9)区で検出された。平面形は不整楕円形 を呈 し,長軸 1

m,短軸1.23m,深 さ12Cmを計る。 S K48に 切 られている。出土遺物は,弥生土器である。

S D08

調査地区北西部北側で検出された南北に走る濤。規模は,長 さ6.3m以上,上面幅0.80～ 115

m,底面幅0.45～ 065m,深 さ35Cmを計 る。北側は調査地区外 となる。攪乱や小 ピッ トに切 られ

ている。濤の断面形はコ字形に近いものとなっている。覆土は上下 2層 に分かれる。上層は淡責

白色粘質上の,地山ブロ ッヽクが主体 となり,下層は暗灰褐色上が主体で,地山ブロ ノヽクが混 じっ

ている。 ピッ トの内,長楕円形になるものは,当濤に関係するものかもしれない。出土遺物は
,

珠洲である。

S D09

調査地区北西部北側で検出された北東～南西に走る濤。規模 は,長 さ110m,幅 25～ 35Cm,深

さ12Cmを 計る。北側は調査地区外 となり,南側はピッ トに切 られている。遺物は出上 していない。

S D10

調査地区北西部北側で検出された南北に走る濤。規模は,長 さ3.70m,幅 35～ 55Cm,深 さ 5 Cm

を計る。 1箇所小 ピッ トにより切 られている。やや屈曲 して延びる浅い濤である。出土遺物は
,

珠沙Hで ある。

S Dll

調査地区北西部で検出された大濤で,方形に廻 るもの と想定される。北西端部で L字状に屈曲

する濤 として検出された当濤は,北西部南寄 りで検出された部分へ繋がるものと判断 した。また,

この部分 は,攪乱に切 られているが,調査地区中央部 を南北へ延びる濤へ続 き,L字 状 に折れ曲

がるものと判断 した。以上のことより,全体 を検出したわけではないが,方形に廻 る濤 と想定 し

た。規模は,上面幅1.8～ 3.9m,底面幅0.8～ 3.Om,深 さ78Cmを 計る。 S K23・ 24・ 26, S D12

に切 られ, S K44を 切 っている。

この濤の上層断面図は第11図 に示 した通 りである。断面の位置は平面図の第10図 に示 した。土

層は基本的に次のように区分 される。

第 二層 ;第 1～ 3層 。第 2層 の黒色粘質上を中に,上下に黒灰色粘質土が見 られる。

第Ⅱ層 ,第 4。 4′ 。4″ 層。暗灰色粘質土が中心の上層。

第Ⅲ層 ,第 5。 6層 。基盤層のブロックである淡黄白色粘質上が中心の土層。

溝
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第 IoⅡ 層は基盤層 と明らかに異なり,濤 として掘削されている部分が明確であった。これに

対 して,第Ⅲ層は明確ではなく,基盤層であるか,掘削後の埋土・覆上であるか判断しかねる部

分 もあった。発掘調査に当たっては,第 Ⅱ層と第Ⅲ層の間に一つの面が存在するものと考え,第

Ⅱ層を掘 り上げた後,一旦掘 り下げを止め,記録を取った。その後, さらに掘 り下げ,濤を掘 り

上げた。

第Ⅲ層については,基盤層のプロックが中心 と言うこともあり,濤掘削後,あ まり時を置かず,

埋ったものか,あ るいは人為的に埋められたものと考えられる。後者の場合は,濤の形を整える

意味でなされたと解釈されよう。第Ⅲ層からは, 自然樹木も出土した。第 1層 については, 自然

堆積の土層としてよかろう。

方形に廻る濤であるので,方形周濤墓や方墳になる可能性 もある。想定ラインを加味した規模

は,内辺で,南北16.Om× 東西16.Om,外辺で,南北21.5m× 東西23.Omと なる。

出土遺物は,弥生土器・古式土師器,土製紡錘車,石鏃・ピエスエスキーユである。

第10図  S Dll実測図 (1/200)
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1 黒灰色粘質土

2 黒色粘質土

3 黒灰色粘質土,第 1層 に類似

4 暗灰色粘質土,淡黄白色砂質上が混る

4生 淡黄白色砂質土ブロック

44黒灰色粘質土ブロック

5 淡黄白色砂質土主体,暗灰色砂質上が

混る

6 黒色粘質土 。淡青色粘質土・淡黄白色

粘質土混合土

第11図  S Dti断面図 (1/80)

S D12

調査地区の中央北寄 りで検出された濤。調査地区を斜めに横断する形で,東西に走る。規模 は
,

長さ290m以上,幅 1.3～ 2.5m,深 さ41Cmを 計 る。東側 と西側は調査地区外 となる。濤の西部は,

攪苦し・ ピットに切 られている。 S K40・ 41・ 43, S Dllを 切 っている。出土遺物は,弥生土器・

珠洲・越前・中世土師器,石鏃 。太型蛤刃石斧である。

S D13

調査地区の中央南寄 りで検出された濤。東西に走るものと推定 している◎規模 は,長 さ7.4m

以上,幅1.5m以上,深 さ約 lmを計る。北側には大 きな攪乱があり,南側 は調査地区外 となる。

S Dllの 南側に接 しており, S Dllと 類似 した濤である。出土遺物は,弥生土器 (古式上師器 )

である。

S D14

調査地区の中央南寄 りで検出された濤。北西～南東に走るもの と推定 している。規模 は,長さ

5,Om以上,幅24m以上,深 さ約 lmを計る。北側には大 きな攪乱があり,南側は調査地区外 と

なる。南東側は S X01へ続 く。出土遺物は,弥生土器,古式土師器である。
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S D15

調査地区南東部北側で検出された環状に廻 る濤。U字濤で,規模 は,幅 70～ 110cm,深 さ28Cmを

計る。全面的に検出していないが,環状に廻 るもの と判断 した。北側は調査地区外 となる。比較

的大 きな攪乱で 2箇所切 られている。 S K47と 重複するが,新旧は不明である。 S K42, ピッ ト

を切 っている。出土遺物は,弥生土器である。

S D16

調査地区中央部北側で検出された北西～南東に走る濤。規模 は,長 さ3.8m以上,幅0.80～ 1.3

m,深 さ24cmを 計る。北西側 と南東側は攪乱に切 られている。出土遺物は
,′ 弥生土器である。

S D17

調査地区中央部北側で検出されたほぼ南北に走る濤。規模 は,長 さ1.5m以上,幅 50～ 90Cm,

深さ20Cmを計る。北側は調査地区外となり,南側は攪乱に切られている。出土遺物は,弥二土器

である。

S D18

調査地区中央部北側で検出されたほぼ南北に走る濤。規模 は,長 さ1.lm以上,幅 50～ 60Cm,

深さ1lCmを計 る。北側は調査地区外 となり,南側は攪乱に切 られている。出土遺物は,弥生土器

である。

S D19

調査地区中央部北側で検出されたほぼ南北に走る濤。規模 は,長 さ1.4m以上,幅 50～ 60Cm,

深さ10Cmを計る。北側は調査地区外 となり,南側は攪乱に切 られている。出土遺物は,弥生土器

である。

3.凹 地

S X01

調査地区南東部の南東隅で検出された。遺構 として扱っているが, 自然の凹地が埋 ったもの と

考えた。上坑や濤 とするには,掘 り込みが不明確で傾斜がなだらかである。一部分のみ検出され,

調査地区外へ と続 く。北西側はS D14へ続 く。出土遺物は,弥生土器・平安時代の上師器・平安

時代の須恵器・珠洲 。中世土師器,骨鏃である。

S X02

調査地区南東部の北東隅で検出された。遺構 として扱っているが, S X01同様, 自然の凹地が

埋 ったもの と考 えた。一部分のみ検出され,調査地区外へ と続 く。出土遺物は,弥生土器である。
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物

1.土器・陶磁器

弥生上器 図面 1～ 3

弥生時代中期の上器である。27′ミ図示 した。内訳は,鉢 4,こ 6,甕 17″ミである。弥生時代中

期の遺構 としては,土坑の内い くつかのものが該当する。これ以降の新 しい時期の遺構からも弥

生土器が出土 している。

鉢 小型の鉢 101～ 103と 大型の鉢104で ある。いずれもしっか りした底部 をもつ。1031ま小孔 を

2つ一組で付 く,一箇所 しか確認できないが,お そらく対称の位置にもう一組存在するものと考

えられる。1041よ 円孔 を穿った耳部が 2つ付 く。上部 を欠 くが,鉢形の土器 と想定 した。

壷 口縁部片 5点,底部片 1点 である。105。 108・ 109は 櫛描文が顕著である。105は ,日頸部

以下が残存 しないが,外反 して延びてきた口頸部が届曲して立ち上が り,大 きな口唇部 を形成す

るもの と理解 している。108。 109は 外反 して大 きく開 く口縁部 となっている。106・ 107は頸部以

下の形態が不明である。110はこの底部 と考 えたものである。

養 受 口状の 口縁部 を示す125以外,通有の形態 となり,緩やかに外反 して拡がる国縁部の形

態 を示す。これらは文様の内容により以下のように分類できる。

A類 111～ 119。 施文せず全体的に刷毛 目による調整が施 されている。法量より, 口径20Cm余

りを計る大型の111～ 115と 口径15Cm前後 を計る小型の116～ 118に 区分 される。胴下・底部片であ

る119は 118と 同一イ固体 と考 えられるものである。口端部の形態は,九味を持 って終わる111。 112

・ 115。 116と 口端部 を強 く横ナデすることにより,外傾する面 を成す113・ 114・ 117。 118の 両者

が見られる。

B類  120～ 122。 口端部外面に刻 目文 を持つ ものである。大型品の 120と 小型品の 121・ 122の

両者がある。

C類  123・ 124。 口端部内面に櫛描羽状烈点文が付 く。大型品の123と これよりやや小さく,

中型品である124の 2点である。後者には, 口端部外面に刻 目文が付 く。

東 日本系の弥生土器

図版10-3で ,東 日本系 と考えられる土器 を示 した。土器・陶磁器類の写真は縮尺約 3分の 1

であるが, これらは縮尺約 2分の 1である。ここ3箇年の試掘調査 。本調査で出上 したものであ

る。128～ 134は 縄文 を施 している。135～ 1371よ連弧文が付 く。櫛描文が発達 している中にあって

異質な一群である。これらについては,以前,天王山系土器 とし,東北系の土器 と報 じてきたの

であるが,こ のように特定できるかどうか疑間に思われるので, ここでは,東 日本系の弥生土器

と広 く理解 しておき,今後十分に検討していきたい。

迫退Ⅳ
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土師器〔1〕 図面4・ 5

いわゆる古式上師器である。 13サミ図示 した。内訳は,高杯 4,こ 3,甕 5,甑 i式 である。高

杯はすべて昭和60年度の試掘調査により出上 したものである。他のものは S Dll出土品が中心で,

206・ 210が S D 14よ り,211が表土より出土 している以外, S Dllか らのものである。

高杯 201～ 204。 すべて類以 した形態 を示す。杯部は底部 より外面に鋭い稜 をなし,外上方ヘ

大 きく開 く。脚部は柱状部 より屈曲して,裾部が外方へ大 きく開 く。調整手法については,磨減

しているものもあり,分明でない点 もあるが次のように理解できる。横ナデを施す部分 は,杯部

の内面 と稜 より幾分上の口縁部外面 までと脚部末端付近である。外面の底部・柱状部付近は,ナ

デ 。指圧・ヘラナデによって整えられている。

壷 205～ 207。 大型こで複合 口縁の205,小型この口縁部 と考 えた206,そ して胴下 。底部片の

207で ある。205と 207は 丹塗 りされている。

養 208～ 212。 一般的な大 きさを示す208～ 210,小型甕の211,台付甕の212で ある。208～ 210

はく字状口縁の簑である。弥生時代末から古墳時代前期において在在する甕においては,弥生時

代後期以来の凹線文が付 く複合 口縁の甕 (月 影式の甕 とされているもの等)や畿内的な口端部内

面が肥厚する甕 (い わゆる布留式の甕)の ような特徴的なものではな く,単体で全体的な形態が

不明では時期 を特定 しにくい甕ではあるが,弥生中期の甕 とは明らかに形態 を異にするミ́と,出

土地′ミが異なるとは言え高杯201～ 204の存在,こ 205の 伴出を考慮 して,古墳時代初期頃のもの

とした。

上師器〔2〕 図面 6

平安時代の上師器である。 9点 図示 した。内訳は,椀 6,皿 2,甕 1′ミである。出上位置はS

X01が 中心である。ここからは,301・ 302・ 305。 307・ 308が 出上 している。303・ 306は S Dllか

らの出上であるが, S Dllの 東側からの出上である。この付近は, S Dllよ り新 しい濤や攪乱が

錯綜 しており,本来 S Dllに 所属するものかどうか疑間である。

椀 301～ 306。 すべてロクロ使用の製品である。法量より, 口径12Cm代 の301～ 303と それより

やや大 きい304～ 306に 2区分 される。303。 3051ま 全面丹塗 りされてお り,302・ 306に は墨書が付

く。底部の形態が判明するものは,い ずれも無高台である。

皿 307・ 308。 2点 ともロクロ使用の無高台の皿である。307は全面丹塗 りされている。308は

不明確ながら,内面丹塗 り,外面黒色の上器である可能性が強い。

麹 309。 甕の口縁部片で, 口端部 を内方へ折 り返すもの となっている。

須恵器 図面 6

平安時代の須恵器である。 4′ミ図示 した。すべて瓶類である。今回の調査において,須恵器の

出土量は極めて少ない。401は 双耳瓶 である。肩部 より上 を欠損 している。耳部は下方の基部の

み残存 しており,形態は不明である。402は広口瓶,403は小型瓶で, いずれも口端部 を欠損する。

404は瓶類の底部 と考 えた。
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珠洲1 図面 7～ 11

珠洲系陶器である。29′ミ図示 した。内訳は,鉢17,壺 3,甕 9点 である。昭和60年度の試掘調

査の時の出土品や表土出土品が中心である。遺構 としては, S D12等である。

鉢 鉢は口縁部片10点,底部片 4点,鉢形底部片 3点である。口縁部片の口端部の形態 を見る

と,501～ 504の 4点 はバラエティーに富むものである。これに対 して505～ 510の 6点 は,口端部

が肥厚 し口端面 を形成 している。水平になるものが中心で,508・ 510に は櫛 目波状文が廻る。底

部片511～ 514は いずれも比較的密なオロシロが付 く。この内,514は オロシロが直線的 に底部に

達 しないもの となっている。鉢形底部片 とした515～ 517は ,壺の底部になる可能性があるもので

ある。オロシロは確認できず,底面は静止糸切 り及びその可能性のあるものである。

壷 口縁部片 2点, 底菩L片 1点 で, 518～ 520で ある。

〉  養 口縁部片521～ 529の 9′くである。小破片のため口径値が不確実なものもある。口頸部はく

字状に折れ,口 端部は肥厚する。鋭 く折れるものもある。肩部が張 るものが多い。529は 例外 で

口頸部は胴部 より直線的に続 き,肥厚するものである。

上師器〔3〕 図面12

中世の上師器ですべて皿である。15点 図示 した。遺構からの出土は, S K22・ 24, S D12, S

X01,ピ ットとなっている。

成形技法より,非 ロクロの皿601～ 613と ロクロ使用の皿614・ 615と に 2区分 される。法量から

は, 口径 11.4～ 12.8Cmを 計る比較的大型の皿である601～ 603と 口径 8 Cm前後 を計る小型の皿であ

る604～ 615と に分けられる。

非ロクロの皿は以下のように分類される。

A類.604～ 606。 半球形ないしそれに近い形態 を示す。

B類 .607。 非常に浅い形態の皿。

C類 .608・ 609。 弧状の底部 より,直線的に外上方へ拡がるもの。

〉   D類 .601・ 610～ 612。 弧状の底部 より,外反 して外上方へ拡がるもの。

E類 .602・ 603・ 613。 弧状の底部 より,外上方へ開 くもの。

調整手法については,磨減 していたり小破片であるため,厳密な観察に耐えないが,基本的に

同一であり,次のように理解 している。日縁部は内外面 とも横ナデされ,内面の横ナデが底部に

及な ものもある。底部内面はナデであるが,回縁部からの横ナデがどの部分 まで及ぶかはっきり

しないものも多い。底部外面は指圧やナデによって形が整えられている。

陶磁器 図面12

中世から近世の陶磁器で,珠洲以外のものである。時期的には,709が近世のものである以外 ,

中世のものである。越前701,瀬戸系灰釉702・ 703,瀬戸系天 目704,青磁705～ 709の 9´ミである。

703は 昭和60年度の試掘調査で出土 したものと同一の破片が62年度の本調査で出土 し,接合 したも

のである。青磁は705～ 708が中国産青磁,709が近世の国産品である。
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別表 1 土器 。陶磁器観察表

番  号 器  種 法量cm 特 徴 出上位置

1.弥 生 土 器

０

面

１

図 鉢
16 6

84
口縁・体部は,内面が属1毛 目の後,縦に指ナデ,外面が刷毛目。底部は,

内面がナデ,外面が無調整。

表土。

102 内面は, 日縁部が横ナデ,体部が刷毛目,底部がナデ。外面は, 日縁部が

横ナデ,体上部が刷毛目,体下部が横ナデ,底部がナデ。

表土 。

103 136
10 7

日縁部に小孔が付 く。日縁部は横ナデ。体上部は昂1毛 目。体下部はヘラ磨
き。底部は,内面がヘラ磨 き,外面がナデ。

表土 。

104
(159)

胴部に穿孔のある耳部が 2箇所付 く。胴部は,内面が刷毛目・ナデ,外面
が^ヽ ラ磨き ?

表土。

105
一霊

22 0

(39)
口縁部は,内面が刷毛目,外面が 2段の櫛描羽状烈t点文とヘラ状具による
刻目文。

SDH

106 18 2

(33)
口端部は横ナデ。日縁部は,内面が横ナデ,外面が刷毛目。 S K48。

13 9

(36)
日端部は横ナデ。日縁部は,内面が横ナデで一部刷毛目,外面が刷毛目。 S K34。

108 25 5

(141)
日端部は,内面が 2段半の櫛描羽状烈点文,外面が櫛描刻目文。頸部に幅
広の貼り付け突帯が一条廻 り,櫛描格子烈点文が付 く。

S Dlユ

109 口端部は,内面が 2段の櫛描羽状烈点文,外面が櫛描刻目文。日縁部は刷
毛目。

表土 。

110
(71)

I同下部は,内面がナデ,外面が刷毛目・ナデ。 S D ll

１
面

１
図 簑

23 4

(60)
回縁・頸部は刷毛目。外面に煤付着。 S D12。

１

面

１
図

23 2

(96)
日縁・胴上言Бは刷=毛 目。 S K40。

S D12。

113 20 4

(95)
日端部は横ナデ。日縁部・胴上部は刷毛目。 S D14。

114 20 5

(50)
口端部は横ナデ。口縁部は,内面が刷毛目・横ナデ,外面が刷毛目。 S K39。

115 20 8

22 7
内面は, 日縁都が横ナデ,胴上半部が刷毛目,胴下半部がナデ。外面は刷
毛目。

S D12。

116 158
(94)

内面は, 日縁・頸部が刷毛目,胴上部がすデ。外面は,日 端部が横ナデ,

日縁・胴上部が刷毛目。外面に煤付着。

S K48。

117 142
(71)

日端部は横ナデ。日縁部は刷毛目。 S K34。

118 16 0

(116)
内面は刷毛目。外面は, 日縁部が用1毛 目・横ナデ,胴部が刷毛目。外面に

煤付着。

60年試掘。

119
(113)

胴下半部は刷毛目。底面は平滑。外面に煤付着。 60年試掘。

120
図面 3

25 0

(123)
白端部は横ナデで刻目文。日縁部は刷毛目。胴上部は,内面がナデ,外面
が昂に毛目。

S K36。
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番 号 器  種 法量cm 特 徴 出上位置

２

面

１

図
甕

134
(96)

回端部外面に刻目文。口縁・胴部は,内面が磨減しているが刷毛目 ?外面
が刷毛目。外面に煤付着。

SD■

122 15 8

(58)
口端部外面に櫛描烈点文。日縁・頸部は刷毛目・横ナデ。 S K38。

123 20 6

(51)
口端部内面に櫛描羽状烈点文。日縁・頸部は刷毛目・横ナデ。 S Dll。

124 176
(75)

口端部は横ナデで,内面が 2段の櫛描羽状烈点文,外面が刻目文。日縁
肩部は刷毛目,肩部内面に維の指ナデ。外面に煤付着。

S Dll。

125 13 2

(38)
口端部外面に櫛描羽状烈点文。外面に煤付着。 S Dll。

126
(57)

胴下部は刷毛目。底部はナデ。 S Dll。

127
(37)

胴下言卜士ま昂J毛 目。 S K48。

2.土 師 器 〔1〕

201
図面 4

高 杯
21 1

13 3
杯部一日縁部は横ナデ。底部は,内面が横ナデ,外面がナデ。脚部―柱状
部は,内面がヘラ状具,外面がナデ。末端部は横ナデ。

60年 試掘。

202 17 0

13 2

杯部一日縁部は横ナデ。底部は,内面が横ナデ,外面がナデ。脚部一柱状
部は,内面がヘラ状具,外面がすデ。末端部は横ナデ。

60年試掘。

203 152
115

杯都一回縁部は横ナデ。底部は,内面が積ナデ,外面がナデ・指圧・ヘラ
状具。脚部―内面は,刷毛状具・横ナデ。外面は,す デ・ヘラ削り等。

60年試掘。

204 17 8

(40)
杯部―口縁部は横ナデ。底部は,内面が横ナデ,外面がナデ。 60年試掘。

205
士霊

13 6

(219)
口縁部はヘラ磨き・横ナデ。胴部は,内面がナデ,外面がヘラ磨き・横ナ
デ。日縁部と胴部外面は丹塗り。

S Dll

206 98
(39)

口端部は横ナデ。日縁部は刷毛目。 S D14。

207
(59)

胴下部はヘラ磨き。底都はナデ。外面は丹塗り S Dll。

208
図面 5

甕
152
(240)

口縁部は横ナデ。胴部は,内面が刷毛目・ナデ。外面が刷毛目。外面に煤
付着。

S Dll

209 19 0

(201)
内面は, 日端部が横ナデ, 日縁部が刷毛目・横ナデ,胴部が刷毛目。外面
は, 日端部が横ナデ, 日縁・胴部が刷毛目で一部ナデ。外面に煤付着。

S Dll。

210 20 5

(68)
口縁・肩部は,内面が横ナデ,外面が刷毛目1 S D14

211 12 7

(84)
内面は,日 端部が横ナデ, 日縁・頸部が刷毛目,胴上半部がナデ。外面は
日縁部が横ナデ,胴上半部が刷毛目。

表土。

212
(25)

甕の台部。内面は刷毛目・横ナデ。外面はヘラ磨き,刷毛目・横ナデ ? S Dll。

213
31

飯の底部。底部中央に小孔が一つ付 く。内面はナデ。外面は刷毛目。 S Dll

3.土 師 器 〔2〕

０

面

３

図
椀

12 4

40
ロクロ調整の後,底部 は糸切 りをする。 S X01。
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番 号 器  種 法量Cm 特 徴 出上位置

302
図面 6

椀
12 6

39
ロクロ調整の後,底部は糸切 りをする。体部外面に墨書が付 く S X01。

803 128
(40)

ロクロ調整をする。全面丹塗り。 S Dll。

304 146
5.1

ロクロ調整の後,底部は糸切 りをする。 60年試掘。

305 16 8

(53)
ロクロ調整をする。全面丹塗り。 SO(01。

306 150
(44)

ロクロ調整をする。体部外面に墨書が付 く S Dll

307
皿

13 1

27
ロクロ調整の後,底部は糸切 りをする。全面丹塗 り。 S X01。

308 13 8

26
ロクロ調整の後,底部は糸切 りをする。内面黒色 ?外面丹塗り? S X01。

309
簑

19 4

(44)
日端部は内方へ折り返され,肥厚 している。 表土。

4. 須 恵 器

401
図面 6

瓶
(208)

双耳瓶。 S X01。

402
(185)

広日瓶。胴下半部はヘラ削りする。日縁上部・底部中央は欠損 している。 60年試掘。

403
(86)

小型瓶。胴下半部はヘラ削りする。1同上半部に 3条の沈線文が廻る。 60年言式掘。

404
(41)

瓶類の底部。 表 土 。

5.珠 洲1

０
面

５
図

鉢
32 0

(50)
口端面は外傾する。オロシロは確認できなヤ 表土。

502 32 8

(99)
口端郡は直上方へ立ち上がり, 日端面は水平になる。オロシロは確認でき
ない

^

60年試掘。

503 32,4

(29)
日端部は尖まり,外上方へ拡がる。オロシロは確認できない。 S K24

504 32 2

(50)
口縁部は直線的に延ぴ,口端部は肥厚 して九味を持つ。オロシロを一部確
認。

表土。

505 27 6

(56)
口縁部は内弯して延び,日 端部はやや肥厚して,内傾する面をなす。オロ

シロを一部確認。

60年試掘。

506 29 0

(54)
日縁部は直線的に延び, 日端部は肥厚 して,水平な面をなす。オロシロを
一部確認。                .

表上。

０
面

５
図

26 0

(85)
日縁都は直線的に延ぴ, 日端部はほぼ水平な面をなす。オロシロは8条 で

比較的密である。

表 上 。

508 44 2

(67)
口縁部は直線的に延び, 日端部は肥厚 して,ほぼ水平な面をなす。日端面
には櫛目波状文が廻る。オロシロは10～ 13条で密である。

60年試掘。

509 31 8

(50)
口縁部は直線的に延び, 日端部は肥厚 して,ほ ぼ水平な面をなす。オロシ

目は■条で密である。

表土。

-24-



番  号 器  種 法量cm 特 徴 出上位置

１
面

５
図

鉢
33 6

(67)
日縁部は直線的に延び, 日端部は肥厚 して,水平な画をなす。日端面には
櫛目波状文が廻る。オロシロは12条 で密である。

60年試掘。

511
(106)

体部は内弯気味に外上方へ拡がる。底部は静止糸切 り。オロシロは■条で
密である。

60年試掘。

１
面

５
図 (62)

体部は内弯気味に外上方へ拡がる。オロシロは13条で比較的密である。 S D19。

513
(26)

底部は静止糸切 り。オロシロは 8・ 9条で比較的密である。 表 土 。

514
(46)

器壁が非常に厚い鉢の底部。底部は静止糸切 り。オロシロは密である。 S D08。

515
(56)

体部は内弯気味に外上方へ拡がる。 S X01。

516
(54)

休部は内弯気味に外上方へ拡がる。 S X01。

517
(44)

体部は直線的に外上方へ拡がる。底部は静上糸切 り。 S D12。

518
里

20 0

(84)
口縁部は直線的に延びた後,外上方へ拡がる。日縁部は横ナデ。胴上部は,

内面がナデ,外面が叩き目。

60年試掘。

519 146
(26)

日端部は丸味を持つ。 表土。

520
(70)

大型童の底部。胴下部外面は叩き目。底部は横ナデで静止糸切 り。 表土。

521
簑

(90)
口頸部は緩 く外反し, 日縁部は肥厚する。胴上部外面には,細かい叩き目
が平行に付 く。

表土。

522 32 0

(75)
口縁部は外方へ折 り返すようにして,肥厚する。胴上部外面には,細 かヤ

叩き目が平行に付 く。
表上。

523
図面10

49,0

(206)

日頸部は鋭く屈曲し, 日縁部は外上方へ拡がる。胴上部外面には,細かヤ

叩き目が平行に付 く。

S K25,

S D12他。

524 37 0

(134)
日頸部はく字状に屈曲し, 日端部は角縁状に肥厚する。胴上部外面には

細かヤヽ口「 き目が右下 りにイ寸く。

60年試掘。

525 46 6

(80)
日頸部はく字状に屈曲する。胴上部外面には,細 かい叩き目が平行に付 く 60年試掘。

526
図面11

67 0

(67)
口頸部は鋭 く屈曲し, 日端部は外反して開 く。胴上部外面には,細 かい叩
き目が平行に付 く。

60年試掘。

527 56 0

(59)
回頸部は鋭 く屈曲し, 日端部は玉縁状に肥厚する。胴上部外面には,細か
ぃ日「 き目が平イ子にイ寸く。

S D12

528 51 0

(103)
口頸部は鋭 く屈曲し, 回端部は外上方へ直線的に拡がる。胴上部外面には,

荒い叩き目が右下 りに付 く。
表土。

529 39 2

(139)
日頸部は極めて援 く屈曲し, 日端部は角縁状に肥厚する。胴上部外面には,

荒い叩き目が右下 りに付 く。
表土。

6.土 師 器 〔3〕

601
図面 12

皿
11 6

(23)
非ロクロ土師器。弧状の底部より,外面に稜をなして, 日縁部は外上方へ

開く。内面七日縁部外面は横ナデ。底部外面はすデ。

ピッ ト

602 114
19

非ロクロ土師器。弧状の底部より, 日縁部は外上方へ開 く。内面 と口縁都
外面は横ナデ。底部外面はナデ。

表土。
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番 号 器  種 法量cm 特 徴 出上位置

603
図面12

皿
128
(25)

非ロクロ土師器。日縁部は直線的に外上方へ開く。日縁部は横ナデ。 S K22。

604 84
29

非ロクロ土師器。半球形の形態を示す。内面と口縁部外面は横ナデ。底部

外面はナデ ?

60年試掘。

605 85
(22)

非ロクロ土師器。半球形の形態を示す。内面と日縁部外面は横ナデ。底部

外面はナデ ?

60年言式掘。

606 84
24

非ロクロ土師器。弧状の底部より, 日縁部は内弯して外上方へ拡がる。内

面と日縁都外面は横ナデ。底部外面はナデ ?

表土。

607 82
(14)

非ロクロ土師器。弧状の底郡より, 日縁部は内弯気味に外上方へ拡がる。

内面と口縁部外面は横ナデ。底部外面はナデ ?

表土。

608 78
21

非ロクロ土師器。孤状の底部より,外面に稜をなして, 日縁部は外上方ヘ

拡がる。日縁部は憤ナデ。底部はナデ。全面丹塗り。

表土。

609 非ロクロ土師器。弧状の底部より, 日縁部は外上方へ拡がる。内面と日縁

部外面は横ナデ。底部外面はナデ ?

S D12。

610 77
22

非ロクロ土師器。孤状の底部より, 日縁部は外反気味に外上方へ拡がる。
日縁部は横ナデ。底部はナデ。

S K24。

611 90
24

非ロクロ土師器。孤状の底部より, 日縁部は外反して外上方へ拡がる。内

面と口縁部外面は横ナデ。底部外面はナデ。

60年試掘。

612 88
(18)

非ロクロ土師器。孤状の底部より, 日縁部は外反して外上方へ拡がる。日

縁部は横ナデ。底部はナデ。

ピッ ト

613 83
(17)

非ロクロ土師器。日縁部は直線的に外上方へ開く。日縁部横ナデ。 表 土 。

614 88
25

ロクロ土師器。日縁部は外上方へ開き, 日端部はやや肥厚する。ロクロ調

整の後,底部は糸切 りをする。

S X01。

615 77
14

ロクロ土師器。日縁部は外上方へ開く。ロクロ調整の後,底部は糸切りを

する
^

表土。

7.陶 磁 器

701
図面 12

鉢 (35)
越前の指鉢。 S D12。

702
碗

15 8

(46)
瀬戸系の灰和大平碗。 表土 。

703
香炉

106
45

瀬戸系の灰釉香炉。 60年試掘 ,

表土。

704
碗

15
瀬戸系の天目茶碗。 表土。

705 168
(34)

中国産青磁。竜泉窯系。 表 土 。

706 146
(26)

中国産青磁。竜泉窯系。 表土。

707 154
(36)

中国産青磁。竜泉窯系。 表 土 。

708 168
(25)

中国産青磁。竜泉窯系。 表土。

709
(18)

国産青磁。 表土。
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2.その他の遺物

土製品 図面14

土製紡錘車 弥生土器片再利用の紡錘車 5′ミ,801～ 805で ある。口径 4・ 5cm前後に復原でき

る801～ 804と これらより小型の805で ある。弥生時代中期のもの としてよいであろう。

土饉 土師質の土錘 2点,806・ 807で ある。806は典型的な管状土錘である。これに対 して807

は球形になっている。

耳栓 808で 土製の耳飾 である。小型の臼形 を呈する。内方へ狭 られた形 となり,さ らに穿子[

されている。中央部は凹み,内外面の径 は異なる。

石製品 図面13

勾玉 809で ある。ひすい製の勾玉で,昭和60年度の試掘調査の時出土 した。勾玉 と称 してい

るが勾玉の形態になっていない。勾玉になる前段の未製品としておきたい。

砥石 大刻ヽの祗石 5点,810～ 814で ある。これらの内,810・ 813。 814の 3点 は同様の石材か ら

成っている。

石器 図面14

石鏃 815～ 818の 4点である。無茎石鏃の815・ 816と 有茎石鏃の817・ 818で ,817の 基部両面

には磨痕が認め られる。

磨製石斧 太型蛤刃石斧の819と 環状石斧の320で ある。いずれもその破片である。

ピエスエスキーュ (楔形石器) この石器については西井龍儀氏の御教示 を得た。西井氏の原

図により図示 した821である。また,昭和61年度の調査での出土品の中にも存在 しているとの指適

も得た。図示 していないが, S D01か ら出上 したものである。

骨角器 第12図

骨鉱 822で 骨金族である。先端部 を欠損 している。

第12図 骨鏃実測図

(実大 )

◆ 822

0          2cm

―

822

第13図 骨鏃 (約実大 )
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別表 2 土製品等観察表

番  号 種   類 特 徴 出上位置

801

図面14
土製紡錘車

弥生上器片再利用の紡錘車。推測径50～ 52,厚さ02～ 05,推測孔径0 4cm。

豚残存。

S D12。

802 弥生土器片再利用の紡錘車。推測径46～ 48,厚 さ04～ 05,推瀬孔径0 5cm。

/残存。
S Dl]

803 弥生土器片再利用の紡錘車。径46,厚 さ03～ 05,孔径06～ 0 9cm。 /残存。 表上 。

804 弥生土器片再利用の紡錘車。推測径37～ 38,厚 さ03,推測孔径04～ 0 6cm。

/残存。

S K24

805 弥生土器片再利用の紡錘車。径22～ 32,厚 さ03～ 05,孔徒04～ 0 6cm。 完存 S Dll

806
土 錘

管状の上錘。長さ50,径32-38,孔径15～ 1 7Cm。 上師質。%残存。 表土。

807 偏球形の上錘。長さ39,径46,孔径15～ 1 9Cm。 上師質。完存品。 60年試掘。

808
耳 栓

臼形の耳栓。内径16,外径22,幅16,孔径0 3cm。 完存品。 S K48

809

図面13
勾 玉

ひすいの勾玉の未製品。長軸19,短軸13,厚さ05～ 06,孔径0 3cm。 完存品。 60年試掘。

810
祗 石

長さ123,幅23～ 40,厚 さll～ 2 2Cm。 両端部は切断面。長側面は,相接する

2面が使用画,他の 2面が準使用面。一部欠損。

60年試掘。

811 長さ83,幅 24～ 86,厚 さ17～ 2 0Cm。 両端部は切断面。長側面は,全面使用

面。完存品。

表 土 。

812 現存長84,幅 31～ 36,厚 さ14～ 1 9Cm。 一方の端部は切断面,他方の端部は

欠損面。長側面は,相対する小さい面が使用面,他の 2面が整形面。

表上。

813 現存長64,現存幅18,

面。 長lF」面は, /1ヽ さい 1

現存厚1 5Cm。

面が欠損,他の

一方の端部は切断面,他方の端部は欠損

3面が使用面。

S K24。

814 現存長141,現存幅60,現存厚5 7cm。 両端部は欠損。長側面は

いる側が自然面,他の 2面が使用面と準使用面。

丸味を持って 表土。

815

図面14
石 鏃

平基無茎鏃。長さ27,幅16,厚さ0 2cm。 安山岩。 60年試掘。

816 平基無茎鏃。長さ33,幅20,厚さ0 5Cm。 安山岩。 ピッ ト

817 凹基有茎鏃。長さ40,幅16,厚さ0 5cm。 ハリ質安山岩。 SDH

818 凹基有茎鏃。長さ59,幅16,厚さ0 5Cm。 ハリ質安山岩。 S D12。

819
磨 製 石 斧

大型蛤刃石斧。現存長35,幅50,厚 さ2 4cm。 S D12。

820 環状石斧。外径60,内径11,幅49,厚 さ2 3Cm。 S K38。

82と ピ エ ス エ

ス キ ー ユ
長さ57,幅23～ 44,厚 さ03～ 1 7Cm。 流文岩質。 S Dlユ

822

第12図
骨 ,族

骨角器の鏃。凸基有茎鏃。現存長22,幅12,厚さ0 4cm。 S X01。
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結
≡五
ロロ

1.遺 構

検出された遺構は,土坑28基,濤12条,凹地 2基である。遺構の時期は,以下の通 りである。

弥生時代 ;S K32～ 36。 33・ 39・ 42～ 49, S D15～ 19

古墳時代前期 ;S Dll・ 13。 14

中世 ,S K22・ 24～ 26, S D08～ 10・ 12

弥生時代

楕円形や不整楕円形の上坑の多 くは,弥生時代中期に所属するもの と判断される。出土遺物の

中では,殊生時代中期の上器の出土量が尿 も夕く,明 らかに新 しい時期の遺構の埋土 。覆上の中

からも出土するので,弥生土器の出土 をもって単純に時期 を決定する理由には行かないが,上記

の上坑は弥生時代中期のものとしてよいと思われる。濤については若千不安 な点もあるが,一応

弥生時代中期のもの としてお く。

古墳時代前期

大型の濤 3条が該当する。 S Dllは途中で切れるが,方形に廻る濤になると判断 したものであ

る。その性格 として,方形周濤墓や方墳になる可能性 を指摘 したものである。調査中は,当濤 を

弥生時代中期のものと考えていた。すなわち,①埋土・覆上の中から弥生土器が多く出土する,

②方形に廻る大濤であることで,弥生時代中期のものと考えていたS D01(昭和61年度の調査で

検出)に 類似 している, ことからである。その後,遺物整理・報告書作成作業を行っている中で,

古墳時代前期の濤と考えを改めるに至った。これについては,①古式上師器が数点出土 している,

②弥生土器は付近の上坑のものと考えられる,③ S D01に ついても,同様に考え,弥生土器はS

D01に切 られているものを含め,他の弥生時代に所属するものから流れ込んだものと考えられる,

と思うに至ったからである。一方, S D13・ 14と したものについては, S Dllと 類似 しているの

で,方形に廻る濤の一部である可能性がある。古式上師器のグループとして,高杯の201～ 204の

4点 を図示 しておいた。これは昭和60年度の試掘調査の時出上したものである。もちろん遺構 と

の関連は不明だが,完形に近いものないし半完形品であることや高杯 と言う形態より, S D01や

S Dllの ような方形周濤墓や方墳に本来所属 していたものであった可能性がでてきた。

中世               ・

土坑 と濤であり,そ の性格が明確なものは検出されていない。これらの中でS D12は ,調査地

区を斜めに横断する長大な濤である。ほぼ東西に走る点や昭和61年度の調査において,中世の井

戸址が検出されている′ミを考えると,中世村落内の何 らかの施設を区画するような性格 も想定さ

れよう。

V
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物遺

出土遺物 を時代的に区分すれば,弥生時代,古墳時代前期,平安時代,中世 となる。弥生時代

は,弥生時代中期の土器で石器や土製紡錘車 も該期のものと判断される。古墳時代前期 はいわゆ

る古式上師器である。平安時代 は須恵器 と古式土師器及び中世土師器の皿以外の上師器で,平安

時代でも前半期 を中心 とするもの と判断される。中世 は各種陶磁器 と一部の上師器から成 り立っ

ている。ここでは出土量が多い, 1-弥生土器, 2-石器, 3-中世土器・陶磁器について,若

子のまとめをすることにする。

弥生土器

県下における弥生時代中期の櫛描文土器群 は1～ Ⅲ期 (石塚 I～ Ⅲ期 )に 区分 されるのが基本

となっている。これは,上野章氏によって,当石塚遺跡出土土器 を中心 としてなされたものであ

る (上野1972。 1985)。 昭和61年度の本調査及び今回の調査で出土 した弥生土器は,ほ とんどのも

のがこの段階の土器群である。これより遡 る,前期的様相 をもつ ものは極 く僅かしか出土 してい

ない。石川県下においては,櫛描文土器群 は「小松式」 とされているものであり,そ の後,凹線

文土器波及期の土器「戸水 B式」 を介 して,凹線文土器群の後期弥生土器が展開 して くるとされ

ている。前回及び今回の調査では,凹線文土器群 は確認されていない。このことは,凹線文土器

群の富山県下への波及の問題 もあるが,前回及び今回出上の弥生土器が,石塚 Ⅲ期の段階までの

上器群で構成されているとみてよいと考 えたい。

東 日本系の弥生土器 としたものは,長野県下で「栗林式」 とされているもの (笹沢1977ほ か )

との類似性が指摘できる。新潟県の柏崎市下谷地遺跡では「下谷地 I・ Ⅱ式」 とされる櫛描文土

器 と「栗林 1・ Ⅲ式」土器が共伴 しており,小裕式三石塚 Ⅱ・Ⅲ期三下谷地 I・ Ⅱ期=栗林 1・

Ⅱ式 を同時期 と捉えられている (高椅 1979)。 このことより,栗林式土器の出土は矛盾 しない共伴

例 と言えよう。なお, ここで東 日本系 とした土器は,糸屯文や連弧文 といった特徴的な施文が見 ら

れるもののみであり,中部高地型櫛描文土器の存在 も含めて総括的な検討 を行 ってはいない。上

野章氏によれば,石塚遺跡では天王山系統の上器は存在 していない (上野1985)と されている。

そして,前回や今回の調査でも出上 していない。このことは,天王山式上器が石塚 Ⅲ期 より新 し

いものであることが,此度の資料からも言えることを示 している。

石器

磨製石斧三大型蛤刃石斧・環状石斧,石鏃, ピエスエスキーユの石器については,一応弥生時

代中期のもの としてお く。弥生時代の遺構以外から出土 している
°
ものが多 く,判 断に迷 う面 もあ

るが,新 しい時期の遺構から出土 している場合でも,同時に弥生時代中期の上器が出土 しており,

このように考えるのが,蓋然性が高いと思 うからである。局部磨製石鏃 とピエスエスキーユにつ

いて,西井龍儀氏に,説明 と考察 をしていただいたので,以下に記 してお く。

局部磨製石鉄 有茎石鏃 2′ミの内,817(図面14)の 着柄部に当たる基部両面に磨痕がある。
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横方向の荒い磨 きで擦痕状である。鉄形はほぼ左右対称で,逆三角形状の茎 (中子)が付 く。先

端やかえりの端部は鋭 く,一見,有舌尖頭器に似 る,石材はハ リ質安 山岩で,他に長身でかえり

が外へはね出るもう 1ッミの有茎石鏃818(図 面ユ4)も 同石質である。ハ リ質安 山岩は別名「下 呂

石」 とも称され,飛騨方面からの石材供給,あ るいは製品の流入経路が考えられる。局部磨製石

鏃 は飛騨 。信濃地域において,糸屯文時代早期の押型文土器に無茎のものが伴出する (斉藤1987ほ

か)こ とが知 られているが,有茎の局部磨製石鏃は管見にない。着柄部 を局部磨製 とする製作意

図は同 じであっても,本遺跡の局部磨製石鉄 をただちに組文時代早期 に比定することは不適当で

あり,む しろ,か えりの形状や,長身鉄の類例が新月県下の弥生時代遺跡にある (甘粕他1983)

ことからすれば,本資料は弥生時代のものとみてよさそうである。

ピェスエスキーュ 2点 あり,821(図面14)は 流文岩質の光沢ある石材 を用いている。上・下

端には両面に及ぶ階段状祭」離があり,そ のエッジは下端の一部が潰れ状 となる以外は,比較的鋭

利である。四辺形 となる正面左側縁に上・下各方向から一面ずつの裁断面 をもつ。 ピエスエスキ

ーユ としては大型である。他の 1′点 (図示 してない,昭和61年度の調査地区 S D01か ら出土)は

安山岩質で,やや小ぶ りながら四周に両面の小柔」離がある。 ピエスエスキーュは旧石器時代以来

の石器で,弥生時代 における県下の出土例 は,上市町正印新遺跡 (酒井1982)等 で,類例が少な

い。新潟県の下谷地遺跡 (戸根他1979)か ら多 く出土 しており,本遺跡の資料は弥生時代にまで

存続 した石器 として類例 を加 えることになる。

中世土器・陶磁器

在地産土師器,珠洲,越前,瀬戸系灰釉陶器・天 日,中 国産青磁である。瀬戸系陶器 と中国産

青磁については,宇野隆夫氏より15世紀前半 を中心 とするものとの御教示 をいただいている。ま

た,平安時代後期～鎌倉時代初頭の明確に言えるものがない点を考慮すれば,鎌倉～室町時代 ,

すなわち13世紀から15世紀前半代の時期 を与えることができよう。生産 。流通の面からは,当地

において,①在地産土師器に比較的近隣より流入した珠洲と言う組み合わせから,②これに加え

てより遠隔地の越前・瀬戸系陶器さらに輸入品からなる組み合わせへの変化が窺われる。①は13

・14世紀代の様相であり,②は15世紀前半代の様相となる。

訂 正

『石塚遺跡調査概報 I』 において,若千の誤 りがありましたので, ここで訂正 しておきます。

断面図の標高 (レ ベル)の数値が,正 しい数値 より,1.5m高 く表示 してしまいましたので,訂正

します。例 えば,第 6図 において,「 12.30m」 としてあるものは「10.80m」 が正 しい数値です。
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1.調査地区近景 (西 )

2.調査地区近景 (東 )
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l S Dll西半都全景 (南東 )

2 S Dll全景 (西 )
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1.S Dll西部近景 (南西 )

2.S Dll西部近景 (北西 )
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1.S Dll北西隅部近景 (北東 )

2.S Dll南部近景 (東 )
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1.SD■土層断面 〔A〕 (南 )

2.S Dll土層断面 〔B〕 (南 )
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1.S Dll上層断面 〔C〕 (南 )

2.S Dll土層断面 〔D〕 (北 )
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1.S D12全景 (東 )

2.S D15全景 (南 )
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1.試掘調査地区東側全景 (西 )

2.試掘調査地区西lRll全景 (東 )
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